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130
●
今
月
の
一
冊

茂
木
健
一
郎
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊

11

ビジネス食 考

130 11

客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
／
人
生
に
革
命
が
起
き
る
１
０
０
の
言
葉

｢

他
者
は
私
を
援
助
し
て
く
れ
る｣

｢

私
は
他
者
に
貢
献
で
き
る｣

｢

私
は
仲
間
の
一
員
で
あ
る｣

こ
の
感
覚
が
す
べ
て
の
困
難
か
ら
あ
な
た
を
解
放
す
る
だ
ろ
う
。

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

口利

⑬

デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向

世界はシンプルで、
人生は思いどおり
フロイト、ユングに並ぶ
心理学の巨人が出した「幸せの答え｣

27

チ
ー
ズ
つ
ま
み
日
本
酒
で
一
杯

濃
い
味
の
限
定
品
を
無
料
提
供

 
 

仏
乳
業
大
手
の
フ
ロ
マ
ジ
ェ
リ
ー

・
ベ
ル
は
日
本
酒
の
つ
ま
み
に
合
う

チ
ー
ズ
の
限
定
商
品
を
造
っ
た
。
正

方
形
の
一
口
シ
リ
ー
ズ
「
ベ
ル
キ
ュ

ー
ブ｣

で
、
日
本
酒
と
合
わ
せ
る
こ
と

を
想
定
し
て
濃
い
味
わ
い
に
し
た
。

 
 

「
オ
ー
タ
ム
セ
レ
ク
ト
」
（
24
個

入
り
４
９
８
円
／
税
別
）
で
ブ
ル
ー

チ
ー
ズ
入
り
、
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
入

り
、
ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
風
味
の
３
種

類
入
り
。
試
食
は
酒
小
売
の
リ
カ
ー

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
足
立

区
）
が
運
営
す
る
日
本
酒
飲
み
放
題

店
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ｣

で
展
開
。
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
も
試
食
や
店
頭
販
促
で
、

オ
ー
タ
ム
セ
レ
ク
ト
を
日
本
酒
の
つ

ま
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
実
施

は
１
０
０
店
規
模
。
オ
ー
タ
ム
セ
レ

ク
ト
は
日
本
酒
の
ほ
か
、
ウ
イ
ス
キ

ー
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
に
も
合
う
と
い
う
。

 
 

日
本
の
チ
ー
ズ
市
場
は
ワ
イ
ン
ブ

ー
ム
な
ど
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
２
０
１

３
年
度
の
チ
ー
ズ
の
生
産
量
は
13
万

４
３
７
８
ト
ン
と
、
こ
の
10
年
間
で

１
割
以
上
増
え
た
。
日
本
酒
な
ど

の
つ
ま
み
と
し
て
需
要
開
拓
の
余

地
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

▽
料
理
通
信
／
11
月
号

特
集
１
‥
シ
ェ
フ
に
教
わ
る
「
い
い

つ
ま
み
、
い
い
お
か
ず
」

・
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
潜
入
！
技
が
光

る
簡
単
レ
シ
ピ
、
教
わ
っ
た
43
品
目

・
腕
利
き
シ
ェ
フ
た
ち
の
「
コ
ツ
と

レ
シ
ピ
」
を
大
公
開
！

・
自
然
派
ワ
イ
ン
が
リ
ー
ド
す
る
、

「
い
い
つ
ま
み
、
い
い
お
か
ず
」

・
通
が
す
す
め
る
揚
げ
も
の
、
通
に

教
わ
る
煮
込
み
料
理

特
集
２
‥
日
本
ワ
イ
ン
も
、
日
本
酒

も
「
に
ご
り
」
が
飲
み
ご
ろ
で
す
。

・
「
に
ご
り
」
が
い
ま
、
飲
み
ご
ろ

で
す
。
も
ろ
み
や
澱
な
ど
が
残
っ
た

「
に
ご
り
」
の
あ
る
酒
は
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
造
り
の
良
さ
を
伝
え
る
ひ
と

つ
の
か
た
ち
。

・
厳
選
19
本
と
、
一
緒
に
楽
し
み
た

い
絶
品
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
料
理
王
国
／
11
月
号

大
特
集
‥
進
化
す
る
「
医
食
同
源
」

の
今
―
―
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
「
美

林
華
飯
店
」
／
「
尹
家｣

／
「
味
坊
」

・
中
国
料
理
の
達
人
に
学
ぶ

・
お
客
様
の
健
康
を
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
が
担
う
時
代
が
訪
れ
た

・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
健
康
と
美

・
旬
の
旨
味
が
詰
ま
っ
た
「
薬
膳
フ

レ
ン
チ
」

・
料
理
人
の
痛
み
の
気
に
な
る
爪
を

補
修
す
る
ア
イ
テ
ム
が
登
場

・
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
／
中
国
料
理

×
フ
ラ
ン
フ
料
料
／
日
本
料
理
×
燻

製
料
理
／
イ
ン
ド
料
理
×
フ
ラ
ン
ス

料
理

特
集
２
‥
ワ
イ
ン
産
地
の
今

・
フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
グ
「
ど

っ
し
り
し
た
赤
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷

新
し
た
男

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア

州
関
税
撤
廃
で
オ
ー
ジ
ー
ワ
イ
ン
が

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

 
 

「
共
同
体
感
覚
」
は
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
の
中
核
と
も
言
え
る
考
え
方
で
す
。

「
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
実
践
上
の
目
標

は
、
『
共
同
体
感
覚
』
の
育
成
で
あ
り
、

『
共
同
体
感
覚
』
が
発
展
さ
れ
れ
ば
す

べ
て
の
困
難
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
ア

ド
ラ
ー
は
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
「
共
同
体
感
覚
」
は
、
以
下
の
３

つ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
周
囲
の
人
は
私
を
援
助
し
て
く
れ
る

 
 

＝
他
者
信
頼

②
私
は
周
囲
の
人
へ
貢
献
で
き
る
＝
自 

 

 
 

己
信
頼

③
（
そ
の
結
果
と
し
て
）
私
は
共
同
体

 
 

に
居
場
所
が
あ
る
＝
所
属
感

の
３
つ
で
す
。
さ
ら
に
①
の
他
者
信
頼

と
②
の
自
己
信
頼
は
相
互
因
果
関
係
に

あ
り
ま
す
。
①
他
者
は
私
を
援
助
し
て

く
れ
る
、
と
感
じ
る
か
ら
こ
そ
、
私
は

貢
献
で
き
る
の
で
す
。
も
し
、
周
囲
の

人
が
私
に
と
っ
て
敵
で
あ
る
。
と
感
じ

て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
私
は
恐
怖

の
あ
ま
り
貢
献
に
踏
み
出
す
こ
と
が
難

し
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
親
切
で

行
っ
た
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
と
き
に
、

私
は
大
い
に
傷
つ
く
か
ら
で
す
。

 
 

逆
も
ま
た
真
な
り
で
す
。
つ
ま
り
②

自
分
は
他
者
に
貢
献
で
き
る
、
と
感
じ

て
い
れ
ば
、
私
は
自
信
を
持
っ
て
他
者

に
貢
献
で
き
る
の
で
す
。
も
し
も
、
自

己
信
頼
が
な
く
、
自
分
な
ん
て
人
に
貢

献
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
思
っ
て

い
た
と
し
た
ら
、
貢
献
に
踏
み
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

 
 

で
は
、
①
と
②
も
な
い
人
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
先

に
述
べ
た
通
り
。
あ
な
た
か
ら
始
め
る

の
で
す
。
見
返
り
を
求
め
ず
、
承
認
も

求
め
ず
、
そ
こ
か
ら
始
め
る
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

空
洞
化
す
る｢

居
酒
屋
業
態｣
と

｢

ネ
オ
居
酒
屋｣

の
可
能
性

 
 

「
居
酒
屋
の
空
洞
化
」
は
、
極
め
て
深
刻
で
、
居
酒
屋
業
態
は
絶
滅
の
危

機
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ワ
タ
ミ
を
代
表
と
す
る
大
手
チ
ェ
ー
ン
の
「
総
合

居
酒
屋
業
態
」
が
不
振
に
陥
り
、
あ
げ
く
の
果
て
に
低
価
格
競
争
と
い
う
消

耗
戦
で
お
客
さ
ん
か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
効
率
主
義
を
追
求
す

る
「
居
酒
屋
」
、
あ
り
き
た
り
の
「
居
酒
屋
」
は
す
で
に
過
去
の
遺
物
で
す
。

「
居
酒
屋
」
の
再
生
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

 
 

「
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
」
に
よ

る
と
、
「
居
酒
屋
と
は
、
酒
類
と
そ

れ
に
伴
う
簡
単
な
料
理
を
提
供
す
る

飲
食
店
で
す
。
主
に
酒
類
を
提
供
し

て
い
る
点
で
一
般
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

異
な
る
。
ま
た
バ
ー
や
パ
ブ
な
ど
は

洋
風
の
店
舗
で
洋
酒
を
中
心
に
提
供

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
居
酒
屋
は

和
風
で
ビ
ー
ル
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
、
日

本
酒
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
店
が
多

く
、
バ
ー
や
パ
ブ
に
比
べ
る
と
料
理

の
種
類
や
量
も
多
い
」
と
あ
り
ま
す
。

 
 

チ
ェ
ー
ン
居
酒
屋
が
登
場
し
た
の

も
わ
ず
か
50
年
前
。
１
９
６
７
年
創

業
の
「
天
狗
」
あ
た
り
か
ら
で
す
。

そ
の
前
に
創
業
し
た

「
養
老
の
瀧
」
は
「
大

衆
酒
蔵
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
「
居
酒
屋
」

と
い
う
言
葉
が
明
確

に
生
ま
れ
た
の
は

 ｢

和
民
」
が
登
場
し
た

１
９
８
０
年
代
か
ら

と
ま
だ
新
し
い
。
い
ま
「
居
酒
屋
」

と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、

宴
会
、
飲
み
放
題
、
ク
ー
ポ
ン
、
そ

し
て
「
甲
子
園
」
で
し
ょ
う
か
。
要

は
、
業
態
と
し
て
の
実
態
が
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

 
 

そ
の
現
象
が｢

居
酒
屋
の
空
洞
化｣

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
居
酒
屋
の
空

洞
化
に
よ
っ
て
、
い
ま
起
き
て
い
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
現
象
は
、
「
客
単
価
２

０
０
０
円
台
の
ネ
オ
大
衆
酒
場｣

｢

客

単
価
４
０
０
０
円
台
後
半
か
ら
の
ネ

オ
炉
端
、
ネ
オ
割
烹
」
と
い
う
上
下

業
態
に
二
極
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

 
 

で
は
、
「
居
酒
屋
の
空
洞
化
」
の

先
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
居
酒
屋
は

こ
の
ま
ま
消
滅
し
て
し
ま
う
の
か
？

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
衆
酒
場

以
上
炉
端
割
烹
以
下
の
「
ネ
オ
居
酒

屋
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
再
編
成
さ
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
方
向
性
が
食
材
の
専
門

性
を
極
め
て
い
く
「
専
門
特
化
型
居

酒
屋
」
で
あ
り
、
産
直
、
生
産
者
支

援
、
地
方
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
志
向

し
て
い
く｢

ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
居
酒
屋｣

で
し
ょ
う
。
産
直
型
鮮
魚
居
酒
屋
や

ご
当
地
Ｐ
Ｒ
居
酒
屋
な
ど
が
そ
の
例

で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
方
向

性
、
こ
れ
が｢

居
酒
屋
ス
ピ
リ
ッ
ツ｣

へ
の
原
点
回
帰
と
い
う
べ
き
「
ネ
オ

居
酒
屋
」
で
す
。

 
 

居
酒
屋
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
は
、
「
目

の
前
の
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
」

｢

で
き
る
だ
け
個
性
的
な
メ
ニ
ュ
ー
、

ド
リ
ン
ク
を
取
り
入
れ
、
店
主
の
個

性
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
極
め
る
」

と
い
う
こ
と
。
そ
の
原
型
は
「
楽
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
魚
真
」
グ

ル
ー
プ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
卒
業
生
や
イ
ン
ス
パ
イ
ア

を
受
け
た
若
手
オ
ー
ナ
ー
た
ち
が
い

ま
「
ネ
オ
居
酒
屋
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
客
単
価
３
５

０
０
円
～
５
０
０
０
円
ゾ
ー
ン
で
ハ

イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
居
酒
屋
を
つ
く
り

始
め
た
の
で
す
。
あ
た
か
も
「
居
酒

屋
の
空
洞
化
」
を
埋
め
る
よ
う
に
…
。 

 
 
 
 
 

そ
ん
な
「
ネ
オ
居
酒
屋
」
業
態
を
リ

ー
ド
す
る
店
が
東
京
・
恵
比
寿
の
「

お
じ
ん
じ
ょ
」
で
す
。
広
島
県
三
原

市
の
「
み
は
ら
神
明
鶏
」
と
広
島
県

産
レ
モ
ン
を
使
っ
た
極
上
レ
モ
ン
サ

サ
ワ
ー
を
堪
能
で
き
る
「
晩
酌
屋
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
オ
ー
ナ
ー
の
高
丸

聖
次
氏
は
、
広
島
県
三
原
市
の
出
身
。

高
丸
氏
は
20
代
で
楽
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
展
開
す
る
「
楽
」「
汁
べ
ゑ
」

「
く
い
も
の
や
楽
」
と
い
っ
た
活
気

あ
る
店
舗
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を

通
し
、
飲
食
の
楽
し
さ
と
居
酒
屋
の

面
白
さ
を
知
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ご

当
地
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
メ
ニ
ュ
ー
、

新
定
番
メ
ニ
ュ
ー
、
ご
当
地
サ
ワ
ー

を
打
ち
出
し
た
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

の
差
別
化
、
こ
の
３
つ
が
ポ
イ
ン
ト
。

同
店
が
開
発
し
た
広
島
産
レ
モ
ン
を

使
っ
た
「
塩
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
」
は
大

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
他
の
居
酒
屋

に
も
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。

 
 

こ
う
し
た
手
作
り
の
ド
リ
ン
ク
や

新
し
い
飲
み
方
の
提
案
を
し
て
い
く

の
も
「
ネ
オ
居
酒
屋
」
の
特
徴
で
す
。

客
単
価
は
４
０
０
０
円
、
常
連
比
率

は
８
～
９
割
と
大
衆
酒
場
並
み
で
す
。

 
 

高
丸
氏
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
を

受
け
、
入
谷
と
い
う
エ
ッ
ジ
の
効
い

た
エ
リ
ア
に
最
近
「
暮
ラ
シ
ノ
呑
処

オ
オ
イ
リ
ヤ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の

が
當
山
鯉
一
氏
。
沖
縄
出
身
の
當
山

氏
ら
し
い
「
島
野
菜
の
サ
ラ
ダ
」
や

「
や
ん
ば
る
地
鶏
の
蒸
籠
蒸
」
な
ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
目
を
引
き

ま
す
。
ド
リ
ン
ク
も
沖
縄
産
の
ホ
ー

リ
ー
バ
ジ
ル
を
使
っ
た
レ
モ
ン
サ
ワ

ー
な
ど
個
性
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
。

 
 

こ
う
し
た
次
世
代
オ
ー
ナ
ー
た
ち

の
創
る
「
ネ
オ
居
酒
屋
」
が
こ
れ
か

ら
増
え
そ
う
で
す
。

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
抜
粋)
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

⑲試飲商談会ご来場御礼

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

達人／太田和彦が語る

⑬人よんで「好酒一代男」

「居酒屋の流儀」

●ぶどう便り

そ
の
百
十
五
●
続
・
杜
氏
（
と
う
じ
）
の
話

酒
銘
の
由
来

２
０
１
５
秋 

 

コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー

原
点
回
帰
／
日
本
酒
＆
ワ
イ
ン 

プ
ロ
の
お
も
て
な
し

 
 

コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
今
年
も

こ
だ
わ
り
の
食
中
酒
、
日
本
酒
と
ワ

イ
ン
に
焦
点
を
絞
り
、
お
店
の
料
理

に
合
う
品
揃
え
、
雰
囲
気
に
合
う
提

供
方
法
な
ど
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
恒
例
の
「
原
点
回
帰
／
日

本
酒
＆
ワ
イ
ン 

 

プ
ロ
の
お
も
て
な

し
」
と
銘
打
つ
催
し
を
企
画
し
ま
し

た
。

 
 

必
ず
や
、
お
店
の
ド
リ
ン
ク
メ
ニ

ュ
ー
の
充
実
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

▽
開
催
日 

 

11
月
10
日
（
火
曜
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13
時
～
17
時

▽
会 

 

場 
 

西
武
高
槻
店
６
階

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
目
的
ホ
ー
ル

 
 

な
お
、
会
場
に
は
こ
の
春
に
惜
し

ま
れ
つ
つ
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

伝
説
の
杜
氏
、
農
口
尚
彦
氏
が
来
場

し
ま
す
。
「
神
の
手
」
を
持
つ
と
言

わ
れ
た
現
代
の
名
工
か
ら
直
接
、「
農

口
」
を
注
い
で
も
ら
え
る
、
お
そ
ら

く
最
初
で
最
後
の
機
会
で
す
。

 
 

日
本
酒
で
は
３
軒
の
実
力
派
蔵
元

が
出
展
、
冷
や
と
燗
酒
の
味
わ
い
の

違
い
も
実
感
い
た
だ
け
ま
す
。

 
 

ワ
イ
ン
で
は
、
今
回
も
旨
安
ワ
イ

ン
を
世
界
各
地
か
ら
集
め
ま
し
た
。

し
か
も
、
名
だ
た
る
イ
ン
ポ
ー
タ
ー

16
社
が
集
結
。
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を

構
え
ま
す
の
で
、
プ
ロ
と
直
接
対
話

い
た
だ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

農
口
尚
彦
氏
に

酒
造
り
の
話
を
聴
く
会

②
日
置
桜
／
山
装
ふ桜

の
名
木
に
ち
な
み

蔵
元
杜
氏
や
社
員
杜
氏
ら

若
手
の
杜
氏
が
増
加
傾
向

 
 

現
代
の
名
工
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」
で
も

紹
介
さ
れ
た
四
天
王
の
一
人
、
農
口

尚
彦
氏
に
酒
造
り
の
話
を
聴
く
会
が

同
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
 

農
口
尚
彦
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
、

今
春
、
杜
氏
生
活
に
終
止
符
を
打
た

れ
ま
し
た
。
酒
造
り
に
携
わ
っ
て
65

年
、
杜
氏
と
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
受
賞
歴
を
お
持
ち
の
農
口
さ
ん

に
、
今
の
心
境
や
酒
造
り
の
神
髄
、

さ
ら
に
日
本
酒
の
将
来
、
今
後
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
お
お
い
に
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
日
時 

 

11
月
10
日
（
火
曜
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 

10
時
～
11
時
30
分

▽
会
場 

 

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
５
階

 
 
 
 
 
 
 
 

視
聴
覚
室

 
 

会
場
は
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
南
口
を
出
て

京
都
方
面
に
徒
歩
１
分
で
す
。

 
 

定
員
は
１
０
０
名
（
先
着
順
）
で

す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
２

１
・
０
８
５
２
、
コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

因
幡
の
國
の
最
西
端
に
位
置
し
、

北
に
日
本
海
、
南
に
中
国
山
地
を
望

む
当
地
日
置
郷
。
こ
の
田
園
の
一
角

に
明
治
20
年
創
業
。

 
 

冬
、
雪
深
い
当
地
に
は
、
旧
正
月

の
頃
、
満
開
と
な
る
桜
の
名
木
が
あ

り
、
春
を
待
つ
心
に
酒
を
酌
み
交
わ

す
意
を
込
め
て
「
日
置
桜
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

 
 

ま
た
、
秋
酒
の｢

ひ
や
お
ろ
し｣

。

ま
ろ
や
か
に
熟
し
た
そ
の
味
わ
い
は

豊
穣
の
私
に
ふ
さ
わ
し
い
旨
み
た
っ

ぷ
り
の
彩
り
を
見
せ
ま
す
。
そ
れ
は

ま
る
で
紅
葉
に
色
づ
く
山
々
の
よ
う

で
あ
り
、
俳
句
の
季
語
か
ら
「
山
装

ふ
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
 

居
酒
屋
で
人
の
世
の
姿
を
見
る
。

あ
る
い
は
、
無
念
無
想
、
無
の
境
地

に
入
る
。
そ
れ
は
「
群
衆
の
中
の
孤

独
」
を
楽
し
ん
で
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

 
 

だ
か
ら
、
居
酒
屋
で
客
が
自
分
一

人
し
か
い
な
い
の
は
落
ち
着
か
な
い
。

 
 

ま
た
、
一
人
な
ら
家
で
飲
む
方
が

安
上
が
り
、
気
楽
な
の
に
そ
う
し
な

い
の
は
、
他
人
の
中
に
自
分
を
置
き

た
い
か
ら
だ
。
人

は
誘
わ
な
い
が
、

人
嫌
い
で
山
に
行

く
の
と
は
違
う
。

 
 

ほ
ど
ほ
ど
の
喧

噪
に
あ
っ
て
、
か

え
っ
て
一
人
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、

そ
の
孤
独
を
楽
し

む
。
こ
れ
は
近
代

都
市
に
生
ま
れ
た

感
覚
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
明
治
か

ら
大
正
、
昭
和
に
至
り
、
近
代
の
都

会
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
人
ご
み
が
で

き
る
と
、
目
的
も
な
く
そ
こ
を
周
遊

す
る
楽
し
み
が
生
ま
れ
た
。
人
ご
み

に
自
分
を
埋
没
さ
せ
る
の
は
、
顔
を

知
ら
れ
て
い
る
田
舎
で
は
で
き
な
い

こ
と
だ
。
ま
わ
り
の
人
は
誰
も
自
分

の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
何
を
し
よ
う

が
、
ど
こ
へ
行
こ
う
が
勝
手
と
い
う

の
は
、
や
や
背
徳
的
な
自
由
の
感
覚

が
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
の
意
識
だ
。

 
 

他
人
う
ず
ま
く
群
衆
へ
の
埋
没
を

楽
し
む
と
い
っ
て
も
、
ど
こ
か
座
り

た
く
な
る
。
そ
こ
で
酒
を
飲
め
る
カ

フ
ェ
や
酒
場
が
生
ま
れ
た
。
料
理
屋

の
座
敷
で
女
性
に
酌
を
さ
せ
て
飲
む

酒
と
は
ち
が
い
、
一
人
で
ふ
ら
り
と

入
り
、
適
当
に
飲
ん
で
、
勘
定
し
て

帰
る
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
す
る
人
種

も
出
て
き
て
、
腹
を
満
た
す
飲
食
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
店
を
楽
し
む
と
い

う
こ
と
も
生
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
腹
が
空
い
て
い
な
く
て
も

居
酒
屋
に
入
る
。
そ
れ
が
習
慣
に
な

る
。

 
 

私
も
主
人
は
顔
な
じ
み
、
知
っ
た

常
連
も
い
る
な
じ
み
の
店
を
あ
え
て

避
け
、
初
め
て
の
店
に
入
り
、
飲
む

と
き
も
多
い
。
そ
こ
に
は
誰
も
自
分

を
知
ら
な
い
気
楽
さ
が
あ
り
、
話
し

相
手
が
い
な
い
の
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
、

居
酒
屋
に
集
中
で
き
る
。

 
 

そ
の
反
対
に
、
あ
の
親
父
の
顔
を

し
ば
ら
く
見
て
な
い
な
、
誰
か
と
話

し
な
が
ら
飲
み
た
い
が
人
を
誘
う
の

も
面
倒
、
あ
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
い

る
、
と
い
う
店
に
顔
を
出
す
の
も
、

も
ち
ろ
ん
居
酒
屋
の
良
さ
。
一
人
飲

ん
で
い
る
そ
こ
に｢

お
、
来
て
る
な｣

と
顔
な
じ
み
が
現
れ
る
の
は
良
い
も

の
だ
。｢

し
ば
ら
く
行
っ
て
な
い
な｣

と
い
う
理
由
だ
け
で
行
く
店
、
い
わ

ゆ
る
「
顔
を
出
す
」
た
め
に
行
く
よ

う
に
な
れ
ば
常
連
だ
。
男
は
こ
う
い

う
付
き
合
い
が
で
き
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

 
 

こ
ん
な
常
連
客
を
、
場
所
を
変
え

て
五
軒
持
ち
た
い
。
銀
座
、
新
宿
、

湯
島
、
神
楽
坂
、
浅
草
あ
た
り
を
周

遊
す
る
。
つ
ま
り
愛
人
が
五
人
い
て

順
繰
り
に
顔
を
出
す
（
女
性
よ
許
せ
、

い
や
女
性
で
も
で
き
ま
す
ぞ
）
。「
何

を
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
る
ん
だ
」

と
叱
ら
れ
そ
う
だ
が
、
そ
う
い
う
も

の
で
す
。
そ
し
て
時
々
行
き
ず
り
の

浮
気
も
す
る
（
よ
さ
そ
う
な
初
め
て

の
店
に
入
っ
て
み
る
）
。
も
ち
ろ
ん

浮
気
だ
か
ら
手
ひ
ど
い
失
敗
も
覚
悟

の
う
え
だ
。

―
―
こ
れ
が
「
好
色
一
代
男
」
な
ら

ぬ｢

好
酒
一
代
男｣

で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
新
潮
新
書
「
居
酒
屋
を
極
め
る
」

よ
り
）

▼
前
号
よ
り
続
く

 
 

日
本
の
酒
造
り
文
化
を
支
え
て

き
た
偉
大
な
る
功
労
者
で
あ
り
、

日
本
の
宝
と
し
て
、
杜
氏
に
は
強

い
尊
敬
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
の
杜
氏
た
ち
は
い
ま
、
次
世
代

へ
技
能
を
伝
え
る
指
導
的
な
立
場

に
あ
り
ま
す
。
全
国
の
杜
氏
や
蔵

人
、
通
年
で
雇
用
さ
れ
る
社
員
杜

氏
の
多
く
は
、
各
地
域
の
杜
氏
組

合
に
所
属
し
、
組
合
が
主
催
す
る

講
習
会
に
参
加
し
た
り
、
交
流
を

重
ね
な
が
ら
技
を
競
い
合
っ
て
い

ま
す
。

 
 

こ
の
よ
う
に
杜
氏
制
度
は
、
日

本
の
稲
作
文
化
に
根
付
い
た
文
化

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
近
年
、

農
村
の
変
容
と
杜
氏
集
団
の
高
齢

化
に
よ
り
、
酒
蔵
で
は
伝
統
的
な

杜
氏
集
団
を
雇
用
す
る
こ
と
が
年

々
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。

 
 

専
業
農
家
を
継
ぐ
人
が
激
減
し
、

農
閑
期
に
酒
蔵
へ
働
き
に
行
く
人

が
な
く
な
り
、
杜
氏
の
里
そ
の
も

の
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
21
世
紀
に
入
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
杜
氏
を
雇
わ
な
か
っ
た
り
、

老
齢
の
杜
氏
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的

な
立
場
で
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

蔵
元
や
そ
の
子
息
が
自
ら
酒
造
り

を
行
っ
た
り
（
通
称
、
蔵
元
杜
氏
）
、

年
間
雇
用
の
社
員
が
製
造
責
任
者

に
赴
任
す
る
（
通
称
、
社
員
杜
氏
）

形
態
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

 
 

下
働
き
か
ら
長
年
を
か
け
て
杜

氏
に
就
任
す
る
従
来
の
杜
氏
の
場

合
は
五
十
代
で
も
若
手
と
も
呼
ば

れ
、
た
い
て
い
六
十
歳
を
過
ぎ
た

ベ
テ
ラ
ン
な
の
に
対
し
て
、
蔵
元

杜
氏
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
、
あ
る

い
は
数
年
の
勤
め
を
経
て
家
業
に

就
く
の
で
三
十
代
で
杜
氏
に
な
る

例
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
若
く
、
酒
造
り
の
経
験
は

浅
い
の
で
す
が
、
経
営
者
で
も
あ

る
だ
け
に
、
原
料
の
調
達
か
ら
商

品
設
計
、
設
備
の
導
入
や
人
員
配

置
ま
で
自
ら
の
意
志
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
従
来
の
季

節
雇
用
の
杜
氏
と
は
異
な
る
た
め
、

製
造
責
任
者
と
名
乗
る
場
合
も
多

く
あ
り
ま
す
。

 
 

技
術
面
で
は
、
大
学
の
同
級
生

や
、
蔵
元
の
子
息
が
入
所
し
て
酒

造
り
の
基
本
を
学
ぶ
独
立
行
政
法

人
酒
類
総
合
研
究
所
（
旧
・
国
税

庁
醸
造
研
究
所
）
の
同
期
生
に
同

業
の
蔵
元
が
い
る
た
め
、
フ
ラ
ン

ク
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
各
県
の
工
業
試

験
場
な
ど
も
県
産
品
の
振
興
の
た

め
に
、
酒
蔵
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
を

盗
み
な
が
ら
腕
一
本
で
勝
負
し
て

き
た
杜
氏
に
比
べ
る
と
、
蔵
元
杜

氏
の
場
合
は
、
若
く
し
て
大
学
や

公
的
な
研
究
所
で
学
び
、
オ
ー
プ

ン
に
な
っ
た
新
し
い
技
術
を
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
享
受
す
る
こ
と
が
強

み
で
す
。

 
 

い
ま
日
本
酒
が
若
い
層
に
も
支

持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
同
世
代
の
蔵
元
杜
氏
た
ち
と

食
生
活
や
生
活
ス
タ
イ
ル
、
セ
ン

ス
が
同
調
し
て
い
る
と
い
う
側
面

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ち
く
ま
新
書
よ
り
）
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